
122

救急外来受診し，急性胃腸炎ということで投薬をうけ

一時帰宅．その後も症状は軽快しないため2日後再受

診．白血数10600（好中球74％，リンパ球23，5％）右下

腹部特にMc－Burney点の圧痛あり，腹部．単純レ線に

て，回盲部に糞石が認められた．入院後超音波施行し，

膿瘍形成が認められ，外科転科した．

 考察：小児の腹痛は，日常診療中しぼしぼ経験する

主訴である．しかし患者から直接痛みの性状，部位な

どの問診がむずかしい事，診察に協力が得られない事

などから診断が遅れ，重篤な経過をとるものや過剰に

診断してしまう事もある．従来から指摘されている腹

部理学的所見（McBurenyやLanz等の圧痛点，腹膜刺

激徴候），直腸指診，白血球数に関しては，小児では，

非典型的な症例が多く，早期診断が困難な事が多い．

今回我々の経験した超音波検査による画像診断は，穿

孔前の急性虫垂炎の最終診断や，手術適応か否かの判

断にも有用と思われた．

 13．熱傷時の輸液と肺血管外水分量測定の実験的研

   究

   （形成外科）

     ○井砂  司・野崎 幹弘・福井  誠・

      樋口 良平・笹本 良信・平山  峻

 広範囲熱傷患者における血管透過性の尤進は，熱傷

局所のみにとどまらず全身におよぶとされている．特

に肺においては，気道熱傷を受傷せずとも肺胞毛細血

管の透過性充進が，熱傷後早期より認められたという

報告もある．今回我々は，重症熱傷における初期輸液

の肺血管外水分量に対する影響を調べる目的で以下の

動物実験を行なった．

 実験方法：雑種成犬28頭を使用．全麻下にて背部に

III度30％の火焔熱傷を作成し， Baxter法及びGalves－

ton法の二種類の輸液法で輸液を行なった．対象とし

て無輸液群を設定した．Swan－Ganz CathterとLung－

Water Cathterを挿入し，血圧，心拍数，心拍出量，

中心静脈圧，肺動脈圧，肺動脈襖入圧，黒血管外水分

量，総蛋白量，膠質浸透圧を測定した，

 結果：本実験において，肺血管外水分量は，いずれ

も受傷1，2時間後は低下しその後やや漸増してくる

も6時間以後では，Baxter群がその傾向を維持するの

に対しGalveston群では改善傾向が伺えた， COP－

PWP gradientの変化をみると，Baxter群においては

漸減傾向を示し5時間後より有意の低下を示す．

Galveston群においては，2時間後まで高値を維持す

るもののその後漸減し4時間後よりその値を維持して

いる。

 考案ならびにまとめ：重症熱傷の循環，呼吸管理上

肺水腫発生の早期発見及びその管理は重要な問題であ

る．しかし，従来より肺水腫発生の指標とされてきた

肺動脈襖入曽，膠質浸透圧，COP－PWP gradient等は

本実験において肺血管外水分量と相関はみられなかっ

た．血管透過性因子も大きく関与している広範囲熱傷

においては，冷血管外水分量実測の意義は大きいと思

われる．今後は，肺水腫及び輸液の一指標として肺血

管外水分量を加えていきたいと考えている．

 14．Skin Expantionによる軟部組織再建

   （形成外科）

     ○東山 卓嗣・植木伊津美・田部久美子・

      野崎 幹弘・平山  峻

 Radvanの報告以来soft－t量ssue－expansionの概念が

形成外科領域に導入されて10年を迎える．最近欧米に

おいては多くの臨床報告がみられるが，本邦において

は，まだ散見されるに過ぎない，我々は隣接部にdonor

を求めたtissue expansionによる軟部組織再建／4例

について良好な結果を得たので報告する．

 対象疾患としては，四肢搬痕6例，乳房切断2例，

顔面疲痕1例，胸部，上肢，三部，腰部の母斑各1例，

上肢刺青1例の計14例である．患者の年齢は1歳～55

歳まで，使用したExpanderの容量は35～1000m1，形

はroundないしoval type 7イ固， rectoangular type 13

個の計20個である．

 Tissue expansionによる軟部組織再建は，他の部位

にdonorとしての犠牲がなく，又，隣接部組織を利用

することにより，skin color， skin textureといった点

からも，より良好な結果を得ることができる．しかし

患者の年齢，手術部位により必ずしも同じ効果を期待

するわけにはいかず，注入を開始するまでの日数，注

入量，注入の間隔等の手技の基本的問題すら統一をみ

ていない．したがって我々は現在，実験研究もすすめ

ており，今後さらに症例を重ね，これらの問題につい

て解決を計りたいと考えている．今回は代表的症例2

例を中心に我々の手術手技について述べる．

 15．遺伝子工学により作成されたヒト成長ホルモン

   の臨床使用経験

   （内分泌内科）

     ○肥塚 直美・高野加寿恵・鎮目 和夫

 小さなポリペプタイドはそのアミノ酸構造に従った

DNA鎖をつくり，それを大腸菌のプラスシドに入れ

れば大腸菌にそのポリペプタイドを合成させることが
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